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• Wikipedia “生態系”の特徴とメカニズム

Wikipediaでは自由参加のポリシーのもと参加者が自由に記事を作成・編集, 記事と編集者は互いに影響され
つつ発展している. こうした「集合知」は現在急速に社会に浸透している反面, 要素（情報と参加者）の評価
を含め系の理解は進んでいない. 記事-編集者ネットワークを基に, データ解析と理論モデルの両アプローチ
により, Wikipedia”生態系” の理解を目指す.  
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① 再帰的指標（複雑性-散漫度指標）を軸とした編集関係ネットワークの解析 ② Wikipedia における協同的編集のモデル

→ 多様な記事＆編集者

→ ２つの異なる編集傾向が鍵
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• 実際の社会における知人関係, 人の社会活動• Wikipedia “生態系”の物理

現実の多様で複雑な系にデータ解析とモデルで迫る

Wikipediaのようなデジタル空間中の“生態系”も, 人の社会も, 多様な要素間相互作用の結果として成立・発展している. 
こうした現実の大規模で複雑な系はどうやって成立し,どんな特徴を持つのだろうか？
仮に水や磁石のように個々の要素はシンプルな規則に従う場合も, 多数の相互作用の結果として系全体は個々の要素の
性質を超えた振る舞いを示すし, 系の状態や振る舞いは大きく変化しうる. データ解析と理論モデリングの双方を軸に, 
現実の大規模で複雑な系も「多様な要素間相互作用で成り立つ系」と捉えることで理解を深めることを目指す.

位置情報
→ 田舎と都会

複雑性-散漫度指標による Wikipedia の解析
F. O. et al, Scientific Reports, 11 (2021) 18371）ほか

大規模携帯電話通話網を用いた人の社会活動の解析
F. O et al., J. Comp. Soc. Sci, 8 (2025) 51

• 成長する系の頑健性・安定性

成長するネットワークモデルによる“生態系”の頑健性
F.O. et al, Scientific Reports, 11 (2021) 18371ほか

（ネットワークモデル）
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